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あらまし：自己説明を行うことで，能動的な学習を行うことができるとされる．また，理解構造を外化さ

せるツールとして概念マップがあり，その方式の一つに教授者の作成したマップを分解してキットとして

学習者に提供するキットビルド概念マップ方式がある．近年多く行われている映像講義を対象に，本方式

による学習者の概念マップ構築の根拠についての自己説明として，学習者に命題単位で映像区間と対応付

けを行わせるシステムを設計・開発した． 
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1. はじめに 

近年，教育現場や家庭への ICTの普及や，オープ

ン教材と呼ばれるインターネット上に無償で公開さ

れる教材の普及により，映像講義を用いた教授活動

が多く行われている(1)．この映像講義を用いた教授

活動では，教材を通して伝えたい内容を明確化する

ことと，学習者が自身の理解の確認を行うことが重

要となる．さらに，映像講義を用いた教授活動では，

学習者自身は受動的な活動を行うことになるため，

近年注目されている学習者による主体的な学習活動

(アクティブラーニング)は難しいと考えられる．そ

こで，学習した内容について自己説明(自分自身の行

った内的な活動について言語的に記述・説明する行

為)を行うことで振り返りを促せば，能動的な学習を

実現できると考えられる． 

本研究では，学習者が映像講義による学習内容を

キットビルド概念マップを用いてまとめる際に，各

命題の根拠を自由記述ではなく，映像区間を選択し

て対応付けることで自己説明させるシステムの設

計・開発を行った． 

2. キットビルド概念マップ 

ここでは，キットビルド概念マップで用いられる

概念マップについて述べたあと，キットビルド概念

の概要について述べる． 

2.1 概念マップ 

 概念マップとは，二つ以上の概念とそれらの関係

によって構成された命題の集まりから意味構造を表

した図的表現である(2)．概念マップを作成すること

は，学習者の知識や理解の外化・整理活動として学

習効果があるとされる(3)． 

2.2 キットビルド概念マップ 

 キットビルド概念マップとは，概念マップを用い

て学習者の理解を外化，診断する方式である．教授

者の伝えたい内容を概念マップとして表現し(ゴー

ルマップと呼ぶ)，その構成要素である概念(ノード)，

関係(リンク)をキットと呼ばれる部品として学習者

に提供し，学習者ごとに概念マップを作成させる(学

習者マップと呼ぶ)．これにより，学習者は教授者が

意図したキーワードに注目することができ，また，

ゴールマップと学習者マップの構成要素が同じであ

るため，学習者マップの自動診断・フィードバック

を可能にしている(4)． 

3. 先行研究 

先行研究として，キットビルド概念マップと映像

講義の対応付けによる教授者と学習者の理解のずれ

の検出機能の開発と実践利用(5)がある．先行研究で

は，予め教授者が映像教材とキットビルド概念マッ

プ中の命題を対応付けておき，学習者マップに対す

る誤りへのフィードバックとして，対応した映像区

間を再視聴させることで選択的な再視聴を実現して

いる．先行研究では，ゴールマップと学習者マップ

にずれがあった場合のみ，学習者は教授者との理解

のずれを認識できる．しかし，命題が合っていても

根拠が異なる場合には，学習者が認識できない． 

本研究では，このシステムの拡張機能として，教

授者だけでなく、学習者にも映像教材と学習者マッ

プ中の命題を対応付けさせることで，自己説明とし

て，学習者自身に学習者マップ中の命題の根拠とな

る映像区間を示させる．これにより，マップに表れ

ない根拠のレベルで理解のずれがあった場合でもそ

のずれを認識できる．また，対応付ける過程で学習

者自身にマップ作成を振り返る活動を行わせること

が可能である． 
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4. 命題と映像区間の対応付けタスク 

4.1 システム概要 

本研究で開発したシステムは，Web上で映像を視

聴しながら，もしくは映像を視聴し終わった後で提

供されたキットを組み立てるシステムであるキット

ビルドマップエディタを改良したものである．本シ

ステムでは，概念マップ作成タスク，自身の理解が

正しいかどうかを比較する学習者マップ診断タスク，

自身の理解の根拠を示させる対応付けタスクの３つ

のタスクに別れた活動を順に行う．これにより，学

習者は学んだ内容を概念マップの形で再構成するこ

とができ，そしてその後マップ中の命題をその根拠

となる映像区間と対応付けることで自己説明として

の活動を行うことが可能になる． 

4.2 キットビルド概念マップ作成タスク 

キットビルド概念マップ作成タスクでは，学習者は

Web上で映像教材を視聴し，学習した内容をもとに，

提供されたキットを組み立て，マップを作成する．

映像教材の視聴はエディタ上に埋め込まれた動画プ

レイヤーで行う．このプレイヤーは，再生・停止・

音量調整に加えて，ドラッグ操作による移動，サイ

ズの変更も可能である． 

 
図１：概念マップ作成タスク画面 

 

4.3 学習者マップ比較タスク 

学習者マップ比較タスクでは，学習者の作成した

マップとゴールマップを比較し，学習者が誤って理

解しているリンクを過剰リンク，学習者が理解でき

ずに引けていないリンクを不足リンクとして表示し，

学習者に理解の修正を促す．また，不足リンクにつ

いては，そのリンクをダブルクリックすることで対

応した映像区間を再視聴できる． 

 
図２：学習者マップ比較タスク 

4.4 対応付けタスク 

 学習者マップ比較タスクで理解の修正を終えた後，

マップ中のリンクについて，根拠とした映像区間の

番号を入力することで命題と映像区間の対応付けを

行う．その後，対応付けについても診断を行うこと

が可能であり，対応付けた区間が誤りであった場合，

命題に含まれるノードについて関係する映像区間の

候補を示し，その中から改めて根拠となる映像区間

を選択させる．これにより，理解の浅かった部分に

ついて学習者は再度考えることができる． 

 
図３：対応付けタスク 

 

5. まとめと今後の課題 

本研究は映像教材における学習者の理解の自己説

明のタスク化として，キットビルド概念マップと映

像講義の対応付けの拡張機能の設計・開発を行った．

キットビルド概念マップを用いることで，学習者の

理解状況に対する診断・フィードバックを可能にし，

自己説明としての対応付けを行うことで，学習者の

振り返りを促すことを可能にした．今後の課題とし

て，開発したシステムを用いて提案した活動が，学

習者の理解をより深めるかを，既存の手法などと比

較実験を行い検証したいと考えている． 
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